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①ワクチンって何
なに

？ 

ワクチンはウイルス

に感染
かんせん

しにくくしたり、

ひどい 症 状
しょうじょう

を出
で

にく

くしたりするためのも

のだ。 

ワクチンという名前
な ま え

は、ラテン語
ご

の「ワッカ」

という言葉
こ と ば

からきてい

るよ。ワッカというの

は、メスの牛
うし

のこと。 

どうしてメスの牛
うし

と

いう言葉
こ と ば

からワクチン

という言葉
こ と ば

ができたの

かということは、ワクチ

ンの歴史
れ き し

を少し知
し

ると

分
わ

かってくるよ。 

→ワクチンの歴史
れ き し

（ワクチンのはじまり）

今
いま

から 250年
ねん

くらい前
まえ

（1770年ころ）のこと。その時代
じ だ い

にも、天然痘
てんねんとう

という、感染
かんせん

すると死
し

んでしまう可能性
かのうせい

のあ

る危険
き け ん

なウイルスがあったんだ。そのウイルスはその時代
じ だ い

は見つかっていなかったのだけれど、ジェンナーという人
ひと

が「牛
うし

にさわっている人
ひと

たちは、天然痘
てんねんとう

に似
に

た症 状
しょうじょう

を起
お

こしても軽
かる

くすむか、天然痘
てんねんとう

に感染
かんせん

しないかもしれない」

ということに、観察
かんさつ

で気
き

がついた。 

そしてジェンナーは実際
じっさい

に、牛
うし

から天然痘
てんねんとう

に似
に

た症 状
しょうじょう

にかかった人
ひと

の水
みず

ぶくれ（この中
なか

に天然痘
てんねんとう

に似
に

たウイルス

が入
はい

っている）を他
ほか

の人
ひと

にうつして実験
じっけん

してみると、その

人
ひと

は天然痘
てんねんとう

にかからなかったので、これがワクチンのはじ

まりになったんだ。 

この世界
せ か い

で初
はじ

めてのワクチンが、メスの牛
うし

からとられた

から、メスの牛
うし

「ワッカ」から「ワクチン」という名前
な ま え

が  

つけられたんだ。 
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今回
こんかい

使
つか

っている「 m R N A
エムアールエヌエー

」ワクチンは、ウイルスについての情報
じょうほう

を、「 m R N A
エムアールエヌエー

」とい

うものに書
か

き込
こ

んで、それを小
ちい

さな小
ちい

さな「包
つつ

み」の中
なか

に入
い

れたものなんだ。ウイルスが人
ひと

の

細胞
さいぼう

に入
はい

って侵入
しんにゅう

するときに使
つか

う物質
ぶっしつ

があるんだけど、その材料
ざいりょう

についての情報
じょうほう

を「包
つつ

み」

に入
い

れておくんだ。注射
ちゅうしゃ

を打
う

ってその「包み
つ つ み

」が人
ひと

の細胞
さいぼう

の中
なか

に入
はい

ると、「 m R N A
エムアールエヌエー

」に書
か

か

れている通
とお

りにウイルスの材料
ざいりょう

の一部
い ち ぶ

がつくられる。 

それを、免疫
めんえき

細胞
さいぼう

（ウイルスや細菌
さいきん

などの敵
てき

から体
からだ

を守
まも

るためにはたらいている細胞
さいぼう

）が

見
み

つけて「この材料
ざいりょう

を持
も

っているのは敵
てき

！」「こういう材料
ざいりょう

を武器
ぶ き

として使
つか

ってくるんだな」

「じゃあ、見
み

つけた時
とき

はこういう風
ふう

にたたかおう！」と「予習
よしゅう

」することで、本物
ほんもの

のウイルス

が入
はい

ってきた時
とき

に、すばやく体
からだ

を守
まも

ることが出来
で き

るようになるんだ。こうやって免疫
めんえき

細胞
さいぼう

が

ウイルスとのたたかい方
かた

を「予習
よしゅう

」している間
あいだ

に、熱
ねつ

や痛
いた

みなどが出
で

ることもある。このよ

うな反応
はんのう

を「副反応
ふくはんのう

」というんだけど、これは正常
せいじょう

な反応
はんのう

なんだね。 

かんせん

ワクチンを「予習」しておくと、本当にウイルスに感染
じゅうしょうか かる しょうじょう かんせん

したときに重症化しないで軽い症 状ですんだり、感染

しにくくなったりすることがある。今回のワクチンも、

そのために接種しているんだよ。 

重症化ってなに？…「重 症
じゅうしょう

」というのは、症 状
しょうじょう

がとても重
おも

いことだ。新型
しんがた

コロナウイ

ルスの困
こま

るところは、ウイルスが増
ふ

え始
はじ

めると、人間
にんげん

の肺
はい

がいつも通
どお

り動
うご

かなくなって、生
い

きるために必要
ひつよう

な酸素
さ ん そ

が入
はい

っていかなくなってしまい、命
いのち

に関
かか

わるということ。酸素
さ ん そ

の入
はい

り方
かた

がどのくらい悪
わる

くなるかで、重 症
じゅうしょう

かどうかを分
わ

けているよ。口
くち

にくだを入
い

れて、機械
き か い

で肺
はい

へ酸素
さ ん そ

を押
お

しこまないといけないくらい悪
わる

くなっている場合
ば あ い

は、重 症
じゅうしょう

と言
い

っている。 

「予習
よしゅう

」ってどういうこと？ 

「予習
よしゅう

」はわかるかな？学校
がっこう

で

習
なら

った内容
ないよう

を後
あと

から家
いえ

でもう

一度
い ち ど

勉強
べんきょう

するのは「復習
ふくしゅう

」、学校
がっこう

で習
なら

う前
まえ

にその内容
ないよう

を先
さき

に勉強
べんきょう

して準備
じゅんび

しておくのが「予習
よしゅう

」だ。 

ウイルスにいきなり感染
かんせん

した

ら大変
たいへん

なので、「先
さき

にできるだけ

ウイルスについて体
からだ

が知
し

ってい

たほうが安全
あんぜん

だ」と考
かんが

えて行
おこな

う

のがワクチンの接種
せっしゅ

なんだ。 

新型
しんがた

コロナウイルス

②つくったものを人
ひと

の

細胞
さいぼう

に入
はい

ることができる

小
ちい

さな包
つつ

み 

に入
い

れる。 
 

⑤免疫
めんえき

細胞
さいぼう

が、たたかう
あ い て

の 特徴
とくちょう

を「予習
よしゅう

」  

する。 

⑥これで本物
ほんもの

の 

ウイルスが来
き

ても安心
あんしん

だ！ 

① ウ イ ル ス の

材料
ざいりょう

の情報
じょうほう

を 

人工
じんこう

でつくる。 

（本当
ほんとう

は見
み

えな

い大
おお

きさだよ） 

③注射器
ちゅうしゃき

で人
ひと

 

の 体
からだ

にうつ。 

④体
からだ

の中
なか

で 

ウイルスの

材料
ざいりょう

の一部
い ち ぶ

 

がつくられる。 

じゅうしょうか

②
 
ワクチンはどのようにきくの？

よしゅう ほんとう

せっしゅ

こんかい

相手
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あ ん ぜ ん

？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④どうしてワクチンを打
う

つ人
ひと

と打
う

たない人
ひと

がいるの？ 

ワクチンは、もともと人
ひと

の体
からだ

にないものなので、100％絶対
ぜったい

に安全
あんぜん

だとは言
い

いきれない。

例
たと

えば、ワクチンを打
う

ってから重
おも

いアレルギー反応
はんのう

が出
で

たり、１ページ前
まえ

に学
まな

んだように、

免疫
めんえき

細胞
さいぼう

がワクチンからウイルスを「学
まな

ぶ」時
とき

に、熱
ねつ

や痛
いた

みなどの副反応
ふくはんのう

が出
で

ることもある。

でもね、重
おも

いアレルギー反応
はんのう

は、打
う

った後
あと

に「出
で

やすい時間
じ か ん

」というのがわかっているので、

その時間
じ か ん

はもしアレルギー反応
はんのう

がおこっても大丈夫
だいじょうぶ

なように、ワクチンを打
う

つ病院
びょういん

や会場
かいじょう

では準備
じゅんび

をしているんだよ。熱
ねつ

や痛
いた

みは、1
１

日
にち

くらいでなくなる人
ひと

が多
おお

い。 

あとは、ワクチンを打
う

ったことによって、予想
よ そ う

していなかったような反応
はんのう

 

が起
お

きてしまうことがあるかもしれないと考
かんが

える人
ひと

もいるよ。 

●それを考
かんが

える前
まえ

に！考
かんが

え方
かた

の「ちがい」について 

まず、それぞれの人
ひと

の中
なか

では、「何
なに

に対
たい

して慎重
しんちょう

になるか(何
なに

を一番
いちばん

心配
しんぱい

するか、何
なに

を一番
いちばん

大切
たいせつ

にするか)」というところが違う
ちが 

のかもしれないね。例
たと

えば「学校
がっこう

に新
あたら

しい遊具
ゆ う ぐ

がほ

しい」という子
こ

どもがたくさんいるとする。みんなが楽
たの

しく過
す

ごすことを一番
いちばん

大切
たいせつ

だと思
おも

う大人
お と な

は「楽
たの

しい時間
じ か ん

をつくるために遊具
ゆ う ぐ

を買
か

おう」と考
かんが

えるし、みんなの安全
あんぜん

について

一番
いちばん

心配
しんぱい

する大人
お と な

は「遊具
ゆ う ぐ

が増
ふ

えると、落
お

っこちて怪我
け が

をする人
ひと

がふえるかもしれないか

ら買
か

うのをやめよう」と考
かんが

えるね。 

あなたは、どちらかの人
ひと

の考
かんが

えが「絶対
ぜったい

に間違
ま ち が

っている」、と思
おも

う？……どちらも、簡単
かんたん

に「間違
ま ち が

っている」とは決
き

めつけられないよね。このように、どちらかが間違
ま ち が

っているの

ではなく、「人
ひと

によって考
かんが

え方
かた

がちがう」「何
なに

を一番
いちばん

に心配
しんぱい

し、何
なに

を一番
いちばん

に大切
たいせつ

にするかが

ちがう」ということは、よくあるんだ。ワクチンについても、いろいろな考
かんが

え方
かた

がある。

人
ひと

によって、何
なに

に慎重
しんちょう

になるかがちがうんだね。 

でも、ワクチンを打
う

たないで重症化
じゅうしょうか

してしまうことを考
かんが

えると、ワクチンを打
う

ってその

可能性
かのうせい

を減
へ

らせるということは、価値
か ち

があることだと考
かんが

えることもできる。それに、もし

誰
だれ

もワクチンを打
う

っていなかったら、たくさんの人
ひと

が新型
しんがた

コロナウイルスに感染
かんせん

して、病院
びょういん

の機械
き か い

やベッド
べ っ ど

も足
た

りなくなって、助
たす

けられない人
ひと

がたくさん出
で

てしまうかもしれない。 

③ワクチンはどれくらい安全
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それではワクチンを打

う

つ人
ひと

と打
う

たない人
ひと

の考
かんが

え方
かた

を見
み

てみよう！ 

 

ワクチンの考
かんが

えについては「病気
びょうき

にかからないようにす

ること」の方
ほう

が大事
だ い じ

だと考
かんが

える人
ひと

や、「副反応
ふくはんのう

がないこと」

の方
ほう

が大事
だ い じ

だと考
かんが

える人
ひと

がいます。打
う

ってすぐ後
あと

の副反応
ふくはんのう

だけでなく、ずっと後
あと

に予測
よ そ く

しなかった反応
はんのう

が出
で

るかもしれ

ないと心配
しんぱい

する人
ひと

もいるね。 

また、たくさんの人
ひと

がいるこの社会
しゃかい

全体
ぜんたい

のことを考
かんが

えて、

打
う

った方
ほう

が良
よ

いと考
かんが

える人
ひと

もいるよ。ワクチンを打
う

つ人
ひと

が

増
ふ

えた方
ほう

が、病気
びょうき

の流行
りゅうこう

は減
へ

るだろうし、ワクチンをしてい

る人
ひと

が増
ふ

えないときは、ウイルスが形
かたち

を変
か

えた「変
へん

異
い

株
かぶ

」と

いうものが増
ふ

えてしまい、結果
け っ か

としてワクチンをしたことの

意味
い み

がなくなってしまうことも考
かんが

えられるからね。他
ほか

にも、

いろいろな考
かんが

え方
かた

があるんだ。 

～「集団
しゅうだん

免疫
めんえき

」って？～ 

集団
しゅうだん

の中
なか

で、ウイルスに対
たい

して免疫
めんえき

がある人
ひと

が増
ふ

えると、

感染
かんせん

しにくい人
ひと

が増
ふ

えるので、

社会
しゃかい

で感染
かんせん

が広
ひろ

がりにくくな

る。これを「集団
しゅうだん

免疫
めんえき

」とい

う。社会
しゃかい

で感染
かんせん

が広
ひろ

がりにくく

なれば、免疫
めんえき

が充分
じゅうぶん

にない人
ひと

の命
いのち

も守
まも

れるかもしれない。 

免疫
めんえき

は、ワクチンだけでな

く、本物
ほんもの

のウイルスに感染
かんせん

した

ときにもつくられるんだけど、

新型
しんがた

コロナウイルスは、本当
ほんとう

に

感染
かんせん

してしまうと重症化
じゅうしょうか

した

り命
いのち

を落
お

としてしまうことが

あるから、それよりも軽
かる

い反応
はんのう

で免疫
めんえき

をつけるためにワクチン

をすすめているんだね。 

～免疫
めんえき

が充分
じゅうぶん

にない人
ひと

？～ 

高齢
こうれい

者や、一部
い ち ぶ

の薬
くすり

を治療
ちりょう

でつかっている人
ひと

などはワク

チンを打
う

っても免疫
めんえき

がつきに

くいことがある。また、年齢
ねんれい

や、

生
う

まれつきの体
からだ

の性質
せいしつ

によっ

て、ワクチンを打
う

ちたくても打
う

てないという人
ひと

もいるね。 

打
う

つ人
ひと

にも、打
う

たない人
ひと

にも、それぞれの考
かんが

え方
かた

があると

いうことはわかったかな？ワクチンのことをよく知
し

らない

から打
う

たないという人
ひと

には、良
よ

く知
し

ってもらえるように伝
つた

え

る必要
ひつよう

があるのだけれど、ワクチンについて知
し

った人
ひと

が「打
う

つかどうか」ということは、 

自
じ

分
ぶん

で考
かんが

えて決
き

めていくことな 

んだ。あなたは、どう考
かんが

えるだ 

ろう？友
とも

だちや家族
か ぞ く

と一緒
いっしょ

に考
かんが

えてみよう！ 

●監修 狩野光伸  岡山大学 SDGｓ担当副理事・教授、日本学術会議会員、外務大臣次席科学技術顧問 

森田由子  知識流動システム研究所フェロー、日本科学未来館科学コミュニケーション専門主任 

●企画・制作  知識流動システム研究所 （担当：小泉周 自然科学研究機構特任教授） 

小村俊平  岡山大学学長特別補佐、ベネッセ教育総合研究所主席研究員 

長谷川里奈 ＮＰＯ法人教育テスト研究センター研究員 

本冊子は、どなたでもご自由に印刷・転送いただけます。内容の改変はご遠慮ください。 

■発行日：2021 年 11 月 2 日（ふりがな付き Ver.1.1） ■お問い合わせ先 E-mail : stop_corona@smips.jp




